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ちっちゃな弟のちっちゃな手のひらに 
ちっちゃな貝がら2つ、3つ、4つ...5つ 
知らない国の　知らない文字が 
漂流してくる　静かな浜辺...拾う 

指を少し切って痛むけれど 
大丈夫だよ　そんなことよりも 
海は知らない国とつないでる 
深い畏れに　背中がふるえた 

どんなに遠くても汽笛が聞こえるよ 
子鹿のような瞳が動いた...〝来たよ〝 
ねえねえ機関車も空がとべたらいいな 
なんて言ったら奇跡が起こった...とんだ 
とんだ、とんだ、とんだ、とんだ、とんだ、 
とんだ、とんだ！ 

大地の裂けるほどの音がして 
機関車を慕うように倒れてく 
古ぼけた貨車たちは　かごいっぱいの 
ざくろをまき散らして 
...すべて終わった　あとは静かに 
波が寄せてまた海に返る 
そして　あたしたち我に返る 
追いかけてみよう　不思議な時間を 
〝もう　いっぱいのざくろが潰れてて 
ジャムの絨毯になってて 
でも足をいれてみたら 
なんだか　気持ちよくて...〝 

ずっとざくろまみれになって 
ざくろまみれになって　遊んでいたかった 
戦争なんて知らないくせに 
〝戦場ってこんな感じかもね〝って 

夕日がざくろみたいな色に変わった頃 
弟は急に泣き出して 
あたしの服で涙ふきながら 
言いました 
〝早く早くおうちに帰りたい！〝 

あたしもちょっとは泣きたかった 
あたしもちょっとは泣きたかったけど... 

<Fairy Tale> 
〝お母さん 
お母さん！ 
え？...脱線事故だって〝 


